
平成２２年度一般会計当初予算説明資料

２款 総務費

２項 企画費 協働連携推進課（内線：７２４８）

２目 計画調査費 (単位：千円)

財 源 内 訳
事 業 名 本 年 度 前年度 比 較

国庫支出金 起 債 その他 一般財源 備考

とっとり「知の財

産」活用推進事業 10,050 10,200 △150 10,050

トータルコスト 12,470千円（前年度13,514千円）［正職員：0.3人］

主な業務内容 研究の公募、選定業務、委託事務、庁内調整、成果の普及

工程表の政策目標 行政や民間を問わずそれぞれが自発的にかつ連携して地域のために活発に

（指標） 活動・貢献する社会の実現

事業内容の説明

１ 事業の目的・概要

複雑化する行政課題に対応し、地域の特性を踏まえた政策を立案するため、地域貢献に意欲を

持つ地元の大学・シンクタンクから政策を提案して頂き、県組織による活用を促進することによ

り政策連携を深める。

２ 主な事業内容

【対象機関】 県内の大学・短大・高専、シンクタンク(公的、民間を問わない)

【対象研究】 県内の地域が直面している課題の解決のための効果的な提案・提言や具体的な取

り組みを行うための示唆・アイデア等が得られる調査研究

【所 要 額】 各部局のテーマに沿った研究(特別枠)と、自由なテーマ(一般枠)について研究委

託

特別枠 200万円以内／１課題×４件

一般枠 100万円以内／１課題×２件

合計額 1,000万円

【参考：平成20年度の制度改正、主な採択テーマ及び施策への反映】

○平成20年度の制度改正

研究成果をより施策に反映するため、研究募集時に提言してほしい行政課題を提示し、中

間評価を行うなど制度の見直しを行ったところ。

○平成20年度の主な採択テーマ及び施策への反映

・「三徳山ー信仰の山と文化的景観ー」をとりまく自然環境の解明

植生の特異性が明らかになるなど三徳山の価値を高めることに寄与し、更に詳細な調

査を委託。なお、シンポジウムを通じた情報発信にも取り組んでいる。

・鳥取県の人工妊娠中絶率を下げるにはどうしたらよいか

母子支援者研修会でワークショップを開催、保健師等が研究成果の内容を学習し、現

場での相談受付に活用中。


